
お金を知ることは
よりよく生きること

事業案内

笑顔いっぱい楽しいくらし

ごあいさつ

お金は、包丁と同じ特性を持っています。
正しい使い方をすれば、人を幸せにする便利な
道具ですが、誤った使い方をすれば、ひとを傷つ
けてしまう道具です。道具である以上、正しい使
い方が存在するのですが、その方法は知られて
いません。

お金を使う場面では、「あと〇円で送料無料」、
「期間限定」などの言葉につられるなど、心理に
働きかける戦略が張り巡らされています。「お金
は貯めることより使うことが難しい」と言われるゆ
えんです。

正しいお金の使い方を学ぶ機会を得ずに社会
に出たことで、多額の借金があるのに高額な買
い物をした事例や、食事を抜いてまで貯金をして
体調を崩し、仕事を休んだ事例もあります。

子ども達にとって働いてお金を稼ぐことは将来
の話ですが、お金を使うことは今この瞬間も起き
ています。

身近でカンタンなことから少しずつお金を使う
力を身に付け、今も将来も安心笑顔で暮らすた
めの教育を、今日から1つ取り入れませんか?
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令和かまど金

明治政府が学校教育制度をスタートする以前、
私達の活動拠点である京都には、現在の小学校
制度のさきかげとなる「番組小学校」があり、「か
まど金」という市民の寄付で運営されていました。
これからの時代のさきがけとなる、「生存するた
めのお金の教育」が1人でも多くの子どもたちに
届くよう「令和かまど金」のサポーターになりませ
んか? あなたのご支援が、子ども達の未来を変
える力になります。

月額
1,000円のかまど金で

ゆうちょ銀行 四四八支店 普通預金

(ゆうちょ口座からお振込みの場合)
記号 番号

トクヒ)オカネデマナブサンスウ

※クレジットカードもご利用いただけます。

令和かまど金 お振込先

3,000円のかまど金で

5,000円のかまど金で
将来の暮らしを視覚化する授業を届けられます。

1回分のお金の授業用教材が届けられます。

1クラス分のお金の授業をサポートできます。



お金の教育を通して、安心して笑顔で暮らせる社会に
教員主導のお金の授業をサポート

特別支援学校学習指導要領には、「生
活の場面ごとの具体的な方法を身に付
けること」と記載されています。
読み書き計算と同様、日ごろから使うス
キルを繰り返し身に付けることが、将来の
安心な社会人生活につながります。

●お金の学習カリキュラム構築
●教材作成サポート
●教員研修
●家計相談
●不登校支援
●社員研修(事業者向け)

今も将来も使えるやり方を身に付ける

沿革

表彰

メディア・執筆

2019年10月 一般財団法人ゆうちょ財団助成
活動事業 優秀活動賞

2020年 7月 京の公共人材大賞 優秀賞

2017年11月～2018年11月
実践障害児教育(学研プラス)巻頭連載

2018年 8月 京都新聞朝刊「わたしの現場」
2019年12月 消費者教育研究(No.197)
2021年 7月 京都新聞朝刊

他

2014年12月 障害児向けお金の学習教室開始
2015年 5月 クラウドファンディングREADYFOR

『障がい児向けに金銭管理と算数
教育を繋げるプログラムを作りた
い』プロジェクト成立

2016年 7月 任意団体お金で学ぶさんすう®設立
2017年 6月 お金と数を学ぶ料理教室スタート

(ゆうちょ財団助成活動事業)
2019年 2月 お金学習アプリ「コインステップ」配信
2019年 4月 公立総合支援学校連携
2020年 9月 公立小学校特別支援学級、公立特

別支援学校連携
2020年11月 特定非営利活動法人(NPO法人)

お金で学ぶさんすう®設立

お金は生きる上で必要不可欠なツールです
が、適切な管理方法や使い方はほとんど知ら
れていません。お金の学習機会が無いことで
かえって大きなトラブルを招くこともあります。
お金で学ぶさんすうは、これらの課題も踏ま
えた上でお金の専門家が裏方として現場の
先生方をサポートしながら教員主導のお金の
授業をサポートしています。
子どもたちが学習において最も結果を出す
のは、教育のプロであり、子ども達と信頼関係
の出来ている現場の先生方です。
ぜひ一緒にホンモノの「生きる力」を育みま
せんか?

学習初日からお店に行き、教材を使っ
た買い物ができました。計算ができなく
ても買い物ができると分かり、学校の先
生も驚かれました。

小5(療育A)
保護者

浪費傾向が強く、卒業後を心配して
いた生徒がお金の授業を受けて変化
し、社会人となった現在、夢をかなえる
ために貯金しています!

特別支援学校
高等部教員

現金を「教材」ととらえ、学校では主に知識学習、
放課後等デイサービスで買い物と、連携したお金
の学習を実施しました。 お金を介すことで数概念
からのスタートだったのが半年ほどで4ケタのたし
ざん、ひきざんまで習得できました。

公立小学校校
特別支援学級教員算数の理解向上も! 浪費がストップしました!

研究発表

2019年12月 電子情報通信学会
HCCGシンポジウム2019

2021年 9月 日本特殊教育学会(共同発表)

重度でもあきらめないで!


